
 

 

 

令和６年４月１８日（木）、小学校６年生（市内６６７人）、中学校３年生（市内６５１人）を対象に、国語、

算数・数学の教科調査と普段の生活や学習の様子数十項目からなる児童生徒質問紙調査等が実施され、７月３０

日（火）に文部科学省から全国の結果について公表がありました。 

教科調査については、コロナ禍で中止の令和２年度を除いて毎年行われている小・中学校の国語、算数・数学

すべての教科で全国、県を下回りました。特に、小学校算数にあっては全国を上回る設問が初めて皆無となり全

国、県との差も拡大しました。 

児童生徒質問紙調査については、小・中学校ともに全国、県と比較して望ましい若しくは僅差の回答傾向の項

目が多く取組の効果が表れています。学力向上対策の突破口にしたいと考えています。 

学力向上対策として、「花巻市学力向上アクションプラン」三本柱「児童生徒の校内生活・授業環境の充実」

「児童生徒の実態に即した授業改善の推進」「児童生徒の家庭生活・家庭学習の充実」を中心に、平成３０年度

から「中１悉皆学習・生活改善講話」「数学・英語Ｇアップシート」「生徒個別学習相談・指導」等中学校段階の

取組を始め、令和３年度から「学校訪問指導」「児童希望学習・生活改善講話」「保護者等希望子育て・教育講演」

「教員個別研」等小学校段階の取組に広げ、本年度は「課題が大きい小５学習・生活講話」「実態周知等悉皆Ｐ

ＴＡ役員会説明・保護者講演」「授業改善校内研」等の取組を追加して力を注いでいます。 

 

 

 

◆ 教科調査の平均正答率 ※正答率は小数点以下を四捨五入して整数値で表示      【単位％】 

小学校６年生 国語 算数 中学校３年生 国語 数学 

花巻市 ６６ ５５ 花巻市 ５６ ４６ 

岩手県 ６９ ５９ 岩手県 ５７ ４８ 

全国 ６８ ６３ 全国 ５８ ５３ 

【小学校】 国語、算数とも全国、県を下回り過去に経験のない課題、特に算数は大きな課題 

全国との差は国語－２％、算数－８％。県との差は国語－３％、算数－４％。 

【中学校】 国語、数学とも全国、県を上回ることができず課題、特に数学は大きな課題 

全国との差は国語－２％、数学－７％。県との差は国語－１％、数学－２％。 

 

◆ 教科毎の全国を上回った設問数の 

 割合         【単位％】 

【小学校】 国語は約７割、算数は全 

問で全国を下回り課題 

全国を５％以上下回る大差の設問は 

国語２９％、算数７４％。 

【中学校】 国語は８割、数学は約 

９割の設問で全国を下 

回り課題 

全国を５％以上下回る大差の設問は 

国語２０％、数学６０％。 

 

    学年・教科 

項目 

小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 国語 数学 

全国を上回る設問数の割合 ２８  ０ ２０ １３ 

内訳   ＋１０％以上 

   ＋５％以上 

   ＋３％以上 

    ０％以上 

    ０％未満 

   －３％以下 

   －５％以下 

  －１０％以下 

 

１４ 

  ７ 

 ７ 

３６ 

 ７ 

２９ 

 

 

 

 

 

１３ 

１３ 

３１ 

４３ 

 

 

 

２０ 

４７ 

１３ 

２０ 

 

 

 

１３ 

 ７ 

２０ 

３３ 

２７ 

令和 年度 から見える  

～結果の分析と改善の手立て～(花巻市教育委員会) 

令和 年度 の結果（小学校６年生、中学校３年生）―全国・県との比較から― 



◆ 教科毎の正答数別児童生徒の分布 ※グラフの縦軸は正答数別の児童生徒の割合     【単位％】 

【小学校】 国語、算数とも上位層のくぼみ、下位層の膨らみがさらに進行 

国語、算数とも全国、県に比べて上位層のくぼみと下位層の膨らみが拡大、特に算数で顕著。 

     

【中学校】 国語、数学とも上位層のくぼみ、下位層の膨らみがさらに進行 

国語、数学とも全国、県に比べて上位層のくぼみと下位層の膨らみが拡大、特に数学で顕著。 

    

 

◆ 教科調査１０年間の経年変化 ※【参考資料１・２・３・４】（ｐ．３～７）参照 

【小学校】 「教科調査」「全国を上回った設問数の割合」「教科毎の正答数別児童の分布」「他

の学力調査との関連」、すべてで全国、県との差が広がる傾向、特に算数で顕著 

「教科調査」によると国語、算数ともに全国、県との差が広がり、「全国を上回った設問数の割合」も本年

度は算数で皆無となるなど減少、「教科毎の正答数別児童の分布」でも上位層減少と下位層増加が進行、

「他の学力調査との関連」から小学校入学と同時に各学年で確実に学力を積み上げることを意識したい。 

【中学校】 「教科調査」「全国を上回った設問数の割合」「教科毎の正答数別生徒の分布」「他

の学力調査との関連」、すべてで全国、県との差が広がる傾向、特に数学で顕著 

「教科調査」によると国語、数学ともに全国、県との差が広がり、「全国を上回った設問数の割合」も本年

度は国語で大きく減少、「教科毎の正答数別生徒の分布」でも上位層減少と下位層増加が進行、「他の学力

調査との関連」から中学校進学と同時に各学年で確実に学力を積み上げることを意識したい。 



【参考資料 1】 全国学調の教科調査の結果に係る経年データ  

●平成２８年度調査 小学校の国語、算数や中学校の国語の学力に比べ、中学校の数学、英語の学力が引き続き課題 

小６ 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 中３ 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

花巻市 ７３ ５９ ７８ ４７ 花巻市 ７６ ６７ ５９ ４１ 

岩手県 ７３ ６０ ７８ ４７ 岩手県 ７６ ６６ ５８ ４１ 

全国 ７３ ５８ ７８ ４７ 全国 ７６ ６７ ６２ ４４ 

●平成２９年度調査 平成２８年度調査に類似する傾向 

小６ 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 中３ 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

花巻市 ７７ ５９ ８０ ４５ 花巻市 ８０ ７３ ６２ ４７ 

岩手県 ７７ ６０ ８１ ４５ 岩手県 ７８ ７２ ６０ ４５ 

全国 ７５ ５８ ７９ ４６ 全国 ７７ ７２ ６５ ４８ 

●平成３０年度調査 初の調査となる理科で小学校、中学校とも概ね良好 

小６ 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 中３ 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科 

花巻市 ７４ ５６ ６４ ５２ ６１ 花巻市 ７７ ６４ ６３ ４５ ６６ 

岩手県 ７４ ５７ ６３ ５１ ６１ 岩手県 ７６ ６１ ６２ ４３ ６５ 

全国 ７１ ５５ ６４ ５２ ６０ 全国 ７６ ６１ ６６ ４７ ６６ 

●平成３１年度（令和元年度）調査 中学校の数学、初の調査となる英語で深刻な状況 

小学校６年生 国語 算数 中学校３年生 国語 数学 英語 

花巻市 ６８ ６７ 花巻市 ７４ ５４ ５０ 

岩手県 ６７ ６６ 岩手県 ７４ ５６ ５２ 

全国 ６４ ６７ 全国 ７３ ６０ ５６ 

●令和３年度調査 小学校の国語、算数で急激に深刻な状況           ※令和２年度コロナ禍中止 

小学校６年生 国語 算数 中学校３年生 国語 数学 

花巻市 ６３ ６６ 花巻市 ６６ ５３ 

岩手県 ６５ ６８ 岩手県 ６６ ５４ 

全国 ６５ ７０ 全国 ６５ ５７ 

●令和４年度調査（前々回調査） ３年ぶり２回目の調査となる理科で小学校、中学校とも課題 

小学校６年生 国語 算数 理科 中学校３年生 国語 数学 理科 

花巻市 ６６ ６１ ６１ 花巻市 ７１ ４８ ４７ 

岩手県 ６７ ６２ ６３ 岩手県 ７０ ４９ ４８ 

全国 ６６ ６３ ６３ 全国 ６９ ５１ ４９ 

●令和５年度調査（前回調査） 中学校の数学、英語でかつてない極めて深刻な状況 

小学校６年生 国語 算数 中学校３年生 国語 数学 英語 

花巻市 ６６ ５９ 花巻市 ６９ ４４ ３５ 

岩手県 ６９ ６２ 岩手県 ６９ ４６ ３７ 

全国 ６７ ６３ 全国 ７０ ５１ ４６ 

●令和６年度調査（今回調査） 小学校の国語、算数でさらに急激に深刻な状況、中学校国語も初めて深刻な状況 

小学校６年生 国語 算数 中学校３年生 国語 数学 

花巻市 ６６ ５５ 花巻市 ５６ ４６ 

岩手県 ６９ ５９ 岩手県 ５７ ４８ 

全国 ６８ ６３ 全国 ５８ ５３ 



【参考資料２】 全国を上回った設問数の割合に係る経年データ 

課題が顕在化した数年間、「全国を上回った設問数の割合」は年々減少、算数・数学のみならず国語でも進行。 

●平成３１（令和元）年度調査 

【小学校】国語、算数良好 

【中学校】国語良好、数学、英語課題 

対策 中１悉皆講話、数学Ｇアップ 

シート、保護者希望講演等 

●令和２年度調査 中止 

対策 平成３１（令和元）年度対策に加え、英語Ｇアップシート、生徒個別学習指導等 

 

●令和３年度調査 

【小学校】国語、算数課題 

対策 学校訪問、課題校講話講演、 

児童個別学習指導、保幼こ教員 

研修等 

【中学校】国語良好、数学課題 

対策 令和２年度対策に加え、学校訪問等 

 

●令和４年度調査（前々回調査） 

【小学校】国語、算数、理科課題 

対策 令和３年度対策に加え、児童 

希望講話、保護者希望講演、保 

幼こ就学前保護者講演、教員個 

別研修等 

【中学校】国語良好、数学、理科課題 

対策 令和３年度対策に加え、教員個別研修等 

 

●令和５年度調査（前回調査） 

【小学校】国語、算数課題 

対策 令和４年度対策に加え、ふく 

ろう講座授業改善研修等 

【中学校】国語良好、数学、英語課題 

対策 令和４年度対策に加え、ふく 

ろう講座授業改善研修等 

 

●令和６年度調査（今回調査） 

【小学校】国語、算数課題 

対策 令和５年度対策に加え、小５ 

悉皆講話、ＰＴＡ役員悉皆説 

明、保護者講演、校内研等 

【中学校】国語、数学課題 

対策 令和５年度対策に加え、ＰＴＡ役員悉皆説明、保護者講演、校内研等 

     学年・教科 

項目 

小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 国語 数学 英語 

全国を上回る設問数の割合 １００ ５７ ８０  ６  ５ 

内訳   ＋５％以上 

    －５％以下 

２８ 

 

 

 

 

 

 

４４ 

 

４３ 

     学年・教科 

項目 

小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 国語 数学 

全国を上回る設問数の割合 ２９  ６ ７２ １３ 

内訳   ＋５％以上 

    －５％以下 

 

１４ 

 

３７ 

 

 

 

３１ 

    学年・教科 

項目 

小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 理科 国語 数学 理科 

全国を上回る設問数の割合 ４３ １９ ２４ ７９ ２９ １４ 

内訳   ＋５％以上 

    －５％以下 

 ７ 

 

 

２５ 

 

１２ 

１４ 

 

 

３６ 

 ５ 

１４ 

    学年・教科 

項目 

小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 国語 数学 英語 

全国を上回る設問数の割合 ４３ ６ ６７ ０  ０ 

内訳   ＋５％以上 

    －５％以下 

 ７ 

１４ 

 

３８ 

 

 

 

７３ 

 

８８ 

    学年・教科 

項目 

小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 国語 数学 

全国を上回る設問数の割合 ２８  ０ ２０ １３ 

内訳    ＋５％以上 

   －５％以下 

１４ 

２９ 

 

７５ 

 

２０ 

 

６０ 



【参考資料３】 全国学調の教科毎の正答数別児童生徒の分布に係る経年データ 

課題が顕在化した数年間、「正答数別児童生徒の分布」はすべての校種教科で上位層減少と下位層増加が進行。 

【小学校】 

 ●国語 

令和元年度調査   令和３年度調査  令和４年度調査  令和５年度調査  令和６年度調査 

      

 ●算数 

令和元年度調査   令和３年度調査  令和４年度調査  令和５年度調査  令和６年度調査 

      

●理科 

令和元年度調査   令和３年度調査  令和４年度調査  令和５年度調査  令和６年度調査 

      未実施       未実施                未実施       未実施 
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【中学校】 

 ●国語 

令和元年度調査   令和３年度調査  令和４年度調査  令和５年度調査  令和６年度調査 

      

 ●数学 

令和元年度調査   令和３年度調査  令和４年度調査  令和５年度調査  令和６年度調査 

      

 ●理科 

令和元年度調査   令和３年度調査  令和４年度調査  令和５年度調査  令和６年度調査 

      未実施       未実施                未実施       未実施 

                       

 ●英語 

令和元年度調査   令和３年度調査  令和４年度調査  令和５年度調査  令和６年度調査 

未実施       未実施                未実施 

      ＞＞＞４年後＞＞＞      



 【参考資料４】    令和６年度小４～前８義務教育段階のＣＲＴ・県学調・全国学調の花巻市と県・全国の平均正答率との差一覧（令和６年７月３０日時点）     単位％ 
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R6   R7   R8     R9    R10   R11      R12      R13     

小４ 

 

R5 0 +1 R6   R7     R8    R9   R10      R11      R12     

課題 

小５ R4 -2 -2 R5 -2 -4 R6  -  - R7    R8   R8      R9      R10     

最低危機 過去最低 

小６ R3 

 

+1 +2 R4 +1 0 R5 -3 - -3 - R6 
-2 -8 

- R7   R7      R8      R9     

課題 過去最低 過去最低大きく更新 

中１ R2 +4 +5 R3 +3 0 R4 -1 - -2 - R5 -1 -4 - R6 -3 -3 R6      R7      R8     

課題 過去最低危機的 算数過去最低危機的 中３類似 

中２ R1 +3 +3 R2 +4 +4 R3 0 - +1 - R4 0 -2 -2 R5 0 -1 R5 -1 -5 -5 -5 -1 R6  -  -  R7     

改善 前々学年より国算改善 前学年より改善も課題大 やや改善 社会過去最低全体的に課題 

中３ H30 +5 +5 R1 +4 +5 R2 コロナ

中止 

- コロナ

中止 

- R3 -2 -4 - R4 -3 -3 R4 -1 -3 -8 -6 -1 R5 -1 - -5 - -1 R6 
-2 -6 

- - 

改善 過去最低危機的 最低危機 数学・理科過去最低危機的 数学過去最低大きく更新 

高１ H29 +5 +5 H30 +2 +2 R1 -1 0 -1 0 R2 コロナ中止 - R3 0 -2 R3 +1 -1 -3 +1 0 R4 -1 - -2 - 0 R5 -1 -7 - -11 

課題 学力・意識とも過去低下 小学校・前学年より改善 前学年より数学改善 数英過去最低で大きな課題 

高２ H28 - - H29 +3 +4 H30 0 +1 +1 0 R1 +4 0 - R2 コロナ中止 R2 +2 0 -3 -2 -2 R3 +3 - -2 - -2 R4 +2 -3 -2 - 

前学年より国語改善数理低下 前学年並みに安定 前学年より再び低下 前々学年より国語改善数英低下 前学年より国数改善 

高３ H27 - - H28 - - H29 -1 +1 +2 +1 H30 +3 +1 0 0 +1 R1 -1 0 R1 +2 +2 -2 -2 +2 R2 コロナ

中止 

- コロナ

中止 

- 
0 

R3 +1 -4 - - 

前学年より国語低下算数改善  前学年並みに安定 前学年までより大きく改善 前々学年より数学改善 

前１ H26 - - H27 - - H28 +1 0 0 +1 H29 +2 +1 +1 -1 - H30 0 -2 H30 +1 0 -4 +1 -3 R1 0 -1 -1 0 -1 R2 コロナ中止 - - 

前学年よりさらに算数低下 前年度・前学年より改善 数学・英語大きな課題 前年度・前学年より大きく改善 

前２ H25 - - H26 - - H27 +1 0 +2 +1 H28 0 +1 0 0 - H29 0 +1 H29 +1 -1 -4 +3 -2 H30 0 -2 -3 -1 -2 R1 +1 -6 - -6 

前学年までより大きく低下 前学年までより大きく低下 数学・英語大きな課題 前年度までより大きく低下 27中 3に類似大きな課題 

前３ H24 - - H25 - 

- 

- H26 +3 +3 +4 +4 H27 +5 +5 +3 -1 +5 H28 +1 0 H28 - - - - - H29 +1 +1 -1 +1 0 H30 +1 +3 -3 -2 0 - 

前４ H23 - - H24 - H25 +3 - +6 +4 H26 +3 +4 +2 +4 - H27 +1 0 H27 - - - - - H28 +1 +1 +2 0 -2 H29 +3 +1 -3 -1 - - 

前５ H22 - - H23 - - H24 +1 - +4 +3 H25 +2 +3 +1 +1 - H26 - - H26 - - - - - H27 0 -1 0 0 -3 H28 +1 +1 -3 -3 - - 

前６ H21 - - H22 - - H23 +1 - +1  H24 抽 出 校 集 計 H25 - - H25 - - - - - H26 0 -1 -2 +1 -2 H27 -2 -4 -6 -6 -4 - 

前７ H20 - - H21 - - H22 0 - +3 - H23 震 災 未 実 施 H24 - - H24 - - - - - H25 +1 +2 0 +1 -2 H26 0 0 -4 -4 - - 

前８ H19 - - H20 - - H21 +1 - +2 - H22 抽 出 校 集 計 H23 - - H23 - - - - - H24 +2 +1 +2 +2 0 H25 +2 +1 -3 -4 - - 

【小学校】 県・全国と比較してH27・２８頃から原因不明の第１波（破線）、R1・2対策で一時中学年改善（破線）、 

R3頃から情報機器普及と学ぶ意識低下が原因と推測される第 2波が重なり深刻な状況（実線） 

【中学校】 H30までは数学・英語の学力が県と共通の課題、R1～4数英Gアップシート、中１講話等の取組でやや改善（破線）、 

R4頃から小学校第1・2波に中学校段階の情報機器普及と学ぶ意識低下が重なり深刻な状況（実線） 



 

 

◆ 児童生徒質問紙調査の概要 

児童生徒質問紙調査は、「早寝、早起き」「朝ごはん」等の基本的な生活習慣、「いじめはいけない」「人の役

に立つ人になりたい」等の人としての在り様、「家で計画を立てて勉強している」「課題の解決に向けて、自分

で考え、自分から取り組んでいる」等の学習に対する姿勢など数十項目で構成されています。 

小・中学校ともに全国、県と比較して望ましい若しくは僅差の回答傾向の項目が多く、「強い肯定的回答」

で全国を５％以上上回るのは小学校１５項目、中学校２５項目、逆に全国を５％以上下回るのは小学校６項

目、中学校９項目です。 

ここでは、「強い肯定的回答」で全国と５％以上の差がある項目の中から、特に児童生徒、保護者、教職員

の皆様と共有したい内容を中心に、「花巻市学力向上アクションプラン」三本柱「児童生徒の校内生活・授業

環境の充実」「児童生徒の実態に即した授業改善の推進」「児童生徒の家庭生活・家庭学習の充実」の観点から

考察します。 

 

◆ 観点１「児童生徒の校内生活・授業環境の充実」に係る内容 

学級内の人間関係の構築や児童生徒が集中できる授業環境づくりの取組については、児童生徒の学力と密接

に関係する過去のデータを踏まえて、悉皆実施の中１講話や希望実施の児童講話で必ず取り上げる内容の一つ

です。花巻市の中学生の人としての有様、小学生の学級づくりの意識は総じて望ましい回答傾向にあり、対策

の効果は数字に表れています。そこで、この児童生徒の意識の高さを教科調査の改善の突破口にできないもの

か模索しています。 

●「人が困っているときは進んで助ける」                   【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

46.4 

47.9 

 5.0 

 0.7 

46.6 

46.8 

 5.7 

0.9 

46.0 

46.7 

 6.2 

 1.1 

50.5 

43.7 

 4.9 

 0.8 

45.9 

46.6 

 6.0 

 0.8 

38.3 

51.8 

 8.3 

 1.2 

●「人の役に立つ人間になりたい」                      【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

71.7 

23.1 

 3.5 

 1.3 

71.2 

24.7 

 2.9 

 1.1 

71.1 

24.8 

 2.9 

 1.1 

74.7 

22.7 

 1.8 

 0.5 

73.0 

23.3 

 2.3 

 0.8 

68.6 

26.6 

 3.1 

 1.1 

●「友達関係に満足している」                           【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 

当てはまらない 

64.4 

28.7 

 4.4 

 2.5 

62.6 

28.5 

 6.8 

 2.1 

62.4 

28.7 

 6.7 

 2.2 

62.4 

31.4 

 4.3 

 1.5 

57.3 

32.7 

 7.3 

 2.3 

55.0 

35.1 

 7.2 

 2.1 

 

令和 年度 の結果（小学校６年生、中学校３年生）-全国・県との比較から- 



●「学級生活をよりよくするため話し合い、意見のよさを生かして解決方法を決める」【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

45.2 

45.7 

 6.9 

 2.2 

43.7 

45.3 

 9.1 

 1.9 

36.3 

47.9 

12.5 

 3.1 

39.7 

49.2 

 8.7 

 2.0 

43.6 

45.6 

 8.6 

 1.8 

35.5 

50.8 

10.7 

 2.5 

●「学級活動の話し合いを生かして努力すべきことを決めて取り組む」      【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

42.7 

44.6 

10.2 

 2.5 

40.3 

46.9 

10.6 

 2.2 

34.9 

47.6 

14.2 

 3.2 

37.1 

47.9 

12.0 

 2.6 

38.4 

47.9 

10.9 

 2.2 

30.2 

50.4 

15.3 

 3.5 

●「道徳の授業では自分の考えを深め学級やグループで話し合う活動に取り組む」 【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

52.6 

39.3 

 6.0 

 2.1 

48.8 

41.8 

 7.6 

 1.8 

47.3 

40.9 

 9.3 

 2.4 

54.6 

38.7 

 4.9 

 1.4 

56.1 

37.0 

 5.1 

 1.4 

49.8 

41.9 

 6.0 

 1.8 

 

◆ 観点２「児童生徒の実態に即した授業改善の推進」に係る内容 

ＰＣ等ＩＣＴ機器の授業活用のニーズが高まり、花巻市でもＩＣＴ支援員を増員して力を入れています。各

学校の積極的な活用があり、「ＰＣ等ＩＣＴ機器の授業活用」に係る「自分のペースで学習できる」「楽しみな

がら学習できる」「画像や動画、音声等を活用することで学習内容がよく分かる」「自分の考えや意見を分かり

やすく伝えることができる」「友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる」「友達と協力しながら学習を進

めることができる」などで児童生徒の「強い肯定的回答」が全国、県を大きく上回ります。 

一方、ＰＣ等ＩＣＴ機器の有用性の一つである情報収集や調査学習への活用、「分からないことがあった時

すぐ調べることができる」は、全国、県の「強い肯定的回答」が増えて優位性が縮小します。また、「授業以外

に１日当たりどれくらいの時間ＰＣ等ＩＣＴ機器を勉強に使っているか」については、「全く使っていない」

が小学校で多く、授業での活用が必ずしも家庭学習での活用につながっていない側面も見受けられます。ドリ

ル的な学習での活用や発表・表現場面での活用に偏ることなく、情報収集や調査学習での活用を意識して指導

する必要がありそうです。 

さらに、全体的に多くの項目で望ましい回答傾向を示す花巻市の児童生徒ですが、教科調査で特別に厳しい

結果が出ている算数・数学の「好き」「分かる」の「強い肯定的回答」は、昨年度と同様に全国、県を下回り

ます。「学習の成就感」「学習内容への興味・関心」を通して学ぶ「楽しさ」「おもしろさ」を実感させる工夫

が強く求められます。 

また、今回の教科調査の対象教科ではありませんが、小５岩手県学習定着度状況調査・児童質問紙調査「英

語が『好き』『分かる』」で毎年県を大きく下回る小学校英語、以前から中学校段階になって生徒の苦手傾向が

顕在化する理科の「好き」「分かる」の回答状況も引き続き注視して改善に努める必要があります。 

 



●「ＰＣ等ＩＣＴ機器の授業活用頻度」                    【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

ほぼ毎日 

週３回以上 

週１回以上 

月１回以上 

月１回未満 

30.9 

30.6 

24.3 

10.0 

 4.1 

16.8 

31.1 

31.4 

15.6 

 5.0 

25.3 

34.2 

26.0 

10.3 

 4.2 

33.6 

28.9 

27.5 

 7.0 

 2.3 

25.7 

35.7 

25.9 

 9.5 

 2.9 

31.0 

33.4 

24.6 

 7.8 

 2.8 

 

●「ＰＣ等ＩＣＴ機器の授業活用『自分のペースで学習できる』」        【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

とてもそう思う 

そう思う 

あまりそう思わない 

そう思わない 

42.9 

45.9 

 8.7 

 2.5 

38.2 

49.5 

10.2 

 2.0 

33.8 

51.7 

11.9 

 2.5 

36.8 

50.7 

10.5 

 1.7 

34.8 

48.6 

13.5 

 2.7 

28.7 

51.5 

16.0 

 3.3 

●「ＰＣ等ＩＣＴ機器の授業活用『楽しみながら学習できる』」           【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

とてもそう思う 

そう思う 

あまりそう思わない 

そう思わない 

54.6 

35.6 

 7.8 

 1.9 

51.7 

36.7 

 9.1 

 2.5 

46.9 

39.1 

11.1 

 2.8 

49.2 

40.8 

 7.2 

 2.3 

46.3 

39.7 

10.7 

 2.7 

39.1 

43.3 

13.4 

 3.4 

●「ＰＣ等ＩＣＴ機器の授業活用『分からないことがあった時すぐ調べることができる』」 【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

とてもそう思う 

そう思う 

あまりそう思わない 

そう思わない 

59.4 

33.4 

5.4 

 1.8 

55.3 

36.0 

 7.0 

 1.6 

58.4 

33.7 

 6.3 

 1.5 

66.4 

29.4 

 3.2 

 0.9 

64.9 

29.4 

 4.2 

 1.1 

62.8 

31.1 

 4.0 

 1.2 

 

●「授業以外に１日当たりどれくらいの時間ＰＣ等ＩＣＴ機器を勉強に使っているか」【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

３時間以上 

２時間以上 

１時間以上 

３０分以上 

３０分未満 

全く使っていない 

 3.4 

 4.7 

10.3 

15.6 

28.0 

38.0 

 2.8 

 4.4 

12.0 

20.0 

26.4 

34.4 

 3.2 

 4.3 

12.3 

24.4 

29.9 

25.9 

 1.5 

2.7 

 9.0 

16.4 

41.9 

28.0 

 1.8 

 3.2 

10.2 

18.9 

35.7 

29.8 

 2.3 

 3.8 

10.5 

19.8 

34.8 

28.4 

 



●「国語の勉強が好き」                           【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

27.1 

44.6 

18.1 

10.2 

25.4 

42.6 

20.8 

11.0 

24.1 

37.9 

24.4 

13.6 

26.9 

46.4 

19.6 

 6.8 

25.5 

43.6 

22.9 

 7.8 

24.4 

39.9 

25.2 

10.3 

●「算数・数学の勉強が好き」                          【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

28.0 

28.6 

24.3 

19.0 

31.0 

28.3 

23.3 

17.4 

34.0 

27.0 

21.4 

17.7 

21.9 

28.0 

31.7 

18.4 

26.0 

28.5 

27.9 

17.5 

29.4 

27.8 

24.7 

17.8 

●「理科の勉強が好き」                           【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

57.0 

31.2 

 7.4 

 4.4 

56.7 

29.8 

 9.0 

 4.4 

53.1 

30.5 

10.7 

 5.7 

28.3 

41.1 

20.5 

10.0 

37.7 

37.5 

16.9 

 7.6 

33.3 

35.0 

20.9 

10.5 

●「英語の勉強が好き」                           【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

34.3 

34.0 

21.2 

10.5 

40.6 

33.1 

16.3 

10.0 

38.2 

31.1 

17.9 

12.7 

 

調査項目なし 

●「国語の授業内容が分かる」                        【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

45.8 

42.9 

 8.2 

 2.9 

39.7 

48.6 

 9.2 

 2.4 

39.2 

47.1 

10.8 

 2.8 

33.2 

54.9 

10.0 

 1.4 

31.5 

53.1 

12.5 

 2.5 

32.0 

50.7 

13.6 

 3.0 

●「算数・数学の授業内容が分かる」                     【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

38.0 

42.6 

14.9 

 4.6 

40.5 

41.0 

13.7 

 4.7 

44.9 

37.2 

13.1 

 4.8 

28.0 

41.4 

22.1 

 8.5 

32.2 

40.2 

19.6 

 7.6 

35.1 

40.6 

17.2 

 6.6 



●「英語の授業内容が分かる」                        【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

当てはまる 

どちらかといえば当てはまる 

どちらかといえば当てはまらない 

当てはまらない 

41.2 

35.6 

16.5 

 6.6 

43.8 

37.1 

13.6 

 5.4 

43.6 

34.7 

14.8 

 6.8 

 

調査項目なし 

 

◆ 観点３「児童生徒の家庭生活・家庭学習の充実」に係る内容 

児童生徒のゲーム、スマートフォン等との関わり方については、悉皆実施の中１講話や希望実施の児童講話

で必ず取り上げる内容の一つです。各学校、各ご家庭のご理解ご協力をいただき、特に花巻市の中学生は望ま

しい回答傾向です。しかし、ゲーム、スマートフォン等との関わり方がコントロールされて生み出される時間

が、必ずしも学習時間に活用されている状況は見られません。これとは別に、児童生徒の自主的な学習への意

欲など学びへの意識を高める手立てが求められます。 

●「児童生徒の平日１日当たりのゲーム時間」                 【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

４時間以上 

３時間以上 

２時間以上 

１時間以上 

１時間未満 

全くしない 

14.9 

11.2 

21.4 

25.8 

18.1 

8.7 

13.8 

12.4 

20.4 

28.1 

17.7 

7.6 

17.7 

12.6 

18.9 

25.1 

17.7 

8.0 

 9.1 

10.4 

21.9 

26.0 

19.5 

12.1 

11.3 

11.2 

22.0 

24.8 

18.7 

11.4 

16.6 

12.4 

19.9 

21.4 

17.7 

11.2 

●「児童生徒の平日１日当たりの動画視聴時間」                【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

４時間以上 

３時間以上 

２時間以上 

１時間以上 

３０分以上 

３０分未満 

持ってない 

10.6 

 8.4 

13.5 

19.3 

13.0 

12.8 

22.2 

 9.0 

  8.3 

 14.0 

19.1 

13.8 

11.9 

23.8 

11.9 

 8.8 

13.1 

17.3 

13.3 

14.6 

21.1 

10.4 

 9.7 

24.0 

30.1 

12.0 

 7.2 

 5.9 

12.4 

12.6 

23.5 

26.1 

12.0 

 6.0 

 6.8 

18.2 

14.3 

23.4 

23.3 

10.7 

 5.8 

 3.4 

●「スマホ等の使い方の家の人との約束」                     【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

きちんと守る 

だいたい守る 

あまり守らない 

守らない 

約束はない 

持っていない 

43.4 

32.1 

 3.8 

 0.6 

 6.5 

13.5 

43.1 

29.3 

 4.4 

 1.0 

 8.2 

14.0 

39.4 

31.7 

 4.5 

 0.9 

 9.8 

13.7 

45.1 

34.2 

 3.0 

 0.5 

12.2 

4.9 

39.6 

34.7 

 4.6 

 0.9 

13.6 

16.8 

34.0 

38.2 

 5.6 

 1.3 

16.8 

 3.2 



●「児童生徒の平日１日当たりの家庭学習時間」                【単位％】 

令和６年度 
小学校６年生 中学校３年生 

市 県 全国 市 県 全国 

３時間以上 

２時間以上 

１時間以上 

３０分以上 

３０分未満 

全くしなしない 

 4.4 

 9.9 

42.3 

30.9 

 9.9 

 2.7 

 4.1 

11.4 

49.8 

25.6 

 6.7 

 2.4 

11.0 

12.5 

31.1 

27.0 

13.0 

 5.3 

 1.2 

14.9 

44.3 

27.1 

 9.6 

 2.6 

 2.6 

12.8 

43.5 

27.3 

 9.7 

 3.7 

 9.2 

22.5 

32.6 

18.4 

10.4 

 6.6 

 

 

 

 

◆ 分析のまとめと改善の手立て 

国語、算数の学力が全国を上回る小学校の割合は１３％、下回る小学校の割合は８７％、小学校の学力が安

定していた時代とは真逆になりました。中学校も同様で、本年度、国語、数学の学力が全国を上回る中学校の

割合は１８％、下回る中学校の割合は８２％です。 

全国を上回る若しくは下回る学校は年度によって変わりますが、全国を上回る学校数が年々減少し、下回る

学校数が年々増加していることは紛れもない現実です。小学校の課題が顕在化した令和元年度頃は落ち着きを

失った学年・学級の改善を目指す取組が中心でした。近年は学年・学級が落ち着いていても多くの学校で全国

を下回り、すべての学校に共通する深刻な事態です。 

児童生徒講話で出会う児童生徒は皆がんばろうとしています。学校訪問や各種研修会で関わる教職員は皆熱

心に取り組んでいます。ＰＴＡ役員説明や保護者講演でお会いする保護者の皆様は皆協力的です。全体に及ぶ

課題の要因を推測するに、もはや一部の学校・学年・学級、限られた児童生徒・教師・授業に起因するとは言

えず、全面に広がる土壌、全体を覆う空気、大げさに言えば子育て、教育の文化がいつしか変化してしまった

ことが影響しているのかもしれません。 

しかし、私たち学校教育関係者は、目の前の児童生徒の自主自律の力を育み、保護者や地域の皆様のお力添

えをいただきながら、児童生徒の学校生活の大部分を占める授業を通して改善を目指さなければなりません。

今こそすべての関係者が一丸となって子育て、教育の文化を改善する気概が求められます。 

 

●教職員の皆様には 

「ゴールから組み立て基礎基本を定着し学習意欲を高める授業改善」 

本資料２・５・６ページ「教科毎の正答数別児童生徒の分布」は、学力上位層から下位層までの児童生徒

数の分布、散らばり具合を表しています。校種教科により分布の状況が異なることがお分かりいただけると

思います。例えば、小学校国語は大きな山を有す正規分布に近い形状、中学校数学は学力上位層から下位層

まで幅広くなだらかな分布の形状になっています。さらに学校毎の分布となると、学力上位層と下位層が二

極化するなど複雑多種多様な分布の形状です。一般的に大きな山を有す正規分布は同質集団で構成されてい

るので授業の一斉指導がし易く教育効果も出易い傾向があると考えられます。逆に、幅広くなだらかな分布、

二極化するなど複雑多種多様な分布など、ばらけた分布ほど習熟度別指導、個別指導等の手立てを講じた授

業にしていかない限り教育効果が出にくい傾向があると考えられます。児童生徒の実態に即した指導が求め

られる根拠の一つです。 

令和 年度調査結果に係る と  



花巻市ホームページ掲載の「令和６年度花巻市学力向上アクションプラン」「ゴールから組み立て基礎基

本を定着し学習意欲を高める授業改善」は、学力上位層から下位層まで幅広くなだらかな分布であったり、

上位層のくぼみと下位層の膨らみが進行した二極化傾向の分布であったり、近年の花巻市の児童生徒の学力

実態を考慮し、国や県の動向を踏まえつつも花巻市独自に作成した学習指導過程です。受け持つ集団の実態

に即した指導方法の一つとしてより多くの学校で活用いただきたいと思います。先にお話しした国語、算数・

数学で全国を上回る学校の中には、「ゴールから組み立て基礎基本を定着し学習意欲を高める授業改善」に

積極的に取り組み効果を上げている学校があります。本年度、この取組を広めるために各学校に授業改善校

内研の実施を強くお願いしている理由です。 

 

 ●児童生徒の皆様には 

「がまん」「がんばり」「前向きなコミュニケーション」の意識で生活・学習 

児童生徒質問紙調査の考察では、花巻市の児童生徒は多くの質問項目で全国、県より望ましい回答傾向が

ありますが、国語、算数・数学で全国を上回る学校と下回る学校の児童生徒の意識を比較すると驚くほどの

差が見られます。この傾向は特に小学校で顕著で、例えば「毎日同じくらいの時刻に寝起きする」「分から

ないときはあきらめずいろいろな方法を考える」「平日１時間以上勉強する」など数多くの質問項目で「強

い肯定的回答」に大きな差が見られます。中学校の場合は小学校ほどはっきりした差は認められないものの、

「平日１時間以上勉強する」など学習習慣で差が見られます。 

全体的な傾向としては、学習で成果を上げている児童生徒の意識は、基本的な生活習慣、人としての在り

様、学習に対する姿勢等の大部分の質問項目で望ましい回答が多く、「自分と向き合う力」「自分を高める力」

「人とかかわる力」、いわゆる非認知スキルが高い傾向があります。そこで、児童生徒の皆さんには、普段

から「がまん」「がんばり」「前向きなコミュニケーション」の力を意識し、節度ある生活と充実した学習の

習慣を身に付けてほしいと考えます。特に、現小５は現小６より小４までの学力に課題があり、このままで

は次年度はさらに厳しい結果が予測されます。本年度、小５学習・生活改善講話を実施しているのは、特に

小５児童の非認知スキルを育む必要があると考えているからです。 

 

 ●保護者や地域の皆様には 

花巻市の子どもたちの非認知能力の育成にお力添えをお願いします 

保護者の皆様のお話を伺っていると、児童生徒の学力実態が伝わっていないことを痛感します。花巻市ホ

ームページ掲載や学校への情報提供だけでは保護者や地域の皆様に情報が届けられていなかったことを深

く反省しています。例えば、小児科医等専門の先生方がご指摘される「子どもの非認知スキル『自分と向き

合う力』『自分を高める力』『「人とかかわる力』の育成は幼少期から始めるほど有効」という情報は就学前

の子育て家庭等にとって有益な情報であり、より多くの保護者や地域の皆様に正確な情報をお届けすること

はとても大切なことと考えています。 

保護者や地域の皆様には、花巻市ホームページ「令和６年度花巻市家庭教育スタンダード」をご覧いただ

き、花巻市の子どもたちの非認知能力の育成にお力添えをお願いいたします。児童生徒の実態の共有が改善

に向けた取組のスタート地点です。本年度、各学校でのＰＴＡ役員説明を悉皆とし、保護者講演等を増やし

ているのは、保護者や地域の皆様に正確な情報をお届けすることがねらいです。 

 

 

 



●学校教育課学力向上担当は 

教職員、児童生徒、保護者や地域の皆様に以上のようなことをご理解ご協力いただくために、花巻市ホー

ムページに情報を掲載したり年間を通じて次の取組を行ったりしています。花巻市の児童生徒の学力向上と

健全育成のために積極的に活用していただくようお願いいたします。 

対象 児童生徒 保護者等 教職員 

 

全体

対応 

講話「中学校期に身に付けた

い生活、学習習慣」 

●中１講話は１１月までに悉

皆実施(所要時間:１単位時

間) 

◎小５講話は年度内に可能な

限り実施(所要時間:１単位

時間) 

○小学校４年生以上の他の学

級・学年講話は学級、学年

の実態に応じて各学校の判

断と希望により実施 

講演「巻き戻して見える子育

て、教育のポイント」 

●ＰＴＡ役員への説明は６月ま

でを目途に悉皆実施(最低所

要時間:20分) 

◎小３以下の児童の保護者講演

は年度内に可能な限り実施

(所要時間:１単位時間) 

○小学校４年生以上の学年の保

護者、就学前幼児の保護者、学

校運営協議会での講演は各学

校等の判断と希望により実施 

講義「生徒指導の機能を生かし

て結果を出す授業改善」 

●管理職・主任説明は学校訪問

時に５月までに悉皆実施(最

低所要時間:30分) 

◎教職員校内研は年度内に可能

な限り実施(所要時間:１単位

時間) 

○学年・学団部会、教科部会、

学校を超えた各種研究会への

対応は、不定期に各学校等の

判断と希望により実施 

 

個別

対応 

指導「数学、英語の基礎基本

を定着する学習指導」 

学級に入れない等、課題を有

す児童生徒の学習指導 

相談「子どものやる気を育む家

庭環境と親の関り方」 

子育て、家庭教育に悩みを抱え

る保護者等の教育相談 

研修「よい結果につなげる学級

経営と授業づくり」 

学級経営、授業実践に課題意識

をもつ教員の個別研修 

 

 

非認知能力って何? 

 

『がまん』「がんばり」「前向きなコミュニケーション」を子育て・教育の合言葉に 

 

非認知スキル

自分を管理する力

自律性 がまん

目標を達成する力

自主性 がんばり

他者と協働する力

社会性 コミュニケーション


